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──周作クラブ会報　70 号──

　

周
作
ク
ラ
ブ
「
会
報
」
第
一
号
は
、
２
０
０�

０
年
９
月
14
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
周
作

没
後
４
年
目
の
こ
と
だ
が
、〝
愛
読
者
の
会
〟
が

作
家
の
死
後
に
誕
生
し
た
と
い
う
の
は
他
に
例
が

な
い
だ
ろ
う
。

　

会
の
目
的
は
、
初
め
か
ら
明
確
で
あ
っ
た
。

　
「
会
報
」（
第
一
号
）
１
面
に
、
た
と
え
ば
遠
藤

順
子
夫
人
は
こ
う
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。

「
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
遠
藤
が
残
し
て
ま
い
り
ま
し

た
、
人
間
の
弱
さ
に
対
す
る
共
感
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
二
十
一
世
紀
に
も
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に

祈
っ
て
お
り
ま
す
」

　

こ
の
頃
、
会
員
に
加
わ
っ
た
一
人
の
女
性
か
ら

私
も
一
通
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
が
、
そ
こ

に
は
、「
ク
ラ
ブ
に
集
ま
る
方
達
は
何
処
か
の
本

屋
で
私
と
同
じ
本
を
買
っ
て
、
読
ん
で
、
何
か
し

ら
心
に
感
じ
た
同
志
だ
と
思
う
と
不
思
議
で
壮
大

な
縁
を
感
じ
ま
す
」
と
あ
っ
た
。

　

遠
藤
文
学
を
ど
う
読
ん
だ
か
―
―
共
有
す
る
こ

の
体
験
を
伝
え
合
う
こ
と
が
、
周
作
ク
ラ
ブ
の
目

的
と
い
え
る
。
時
に
は
、
愛
読
者
に
よ
る
〝
遠
藤

周
作
文
学
賞
〟
が
出
来
な
い
も
の
か
、
な
ど
と
夢

も
語
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
全
国
の
会
員

に
報
告
す
る
「
会
報
」（
年
４
回
発
行
）
が
、
今

年
で
18
年
、70
号
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
る
「
会
報
」
発
行
に

は
、
こ
の
間
、
多
く
の
方
々
が
携
わ
っ
て
き
た
。

初
代
編
集
人
は
故
・
小
松
捷
利
さ
ん
、
第
６
号

か
ら
現
在
の
高
橋
千
劔
破
編
集
長
に
か
わ
っ

た
。
実
務
を
取
り
仕
切
る
副
編
集
人
も
、
第
９

号
か
ら
56
号
ま
で
を
金
子
コ
ウ
さ
ん
が
、
以
後

は
田
村
百
合
子
さ
ん
が
担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
「
会
報
」
か
ら
、
第
30
号
（
２
０
０
８

年
２
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
、
遠

藤
龍
之
介
さ
ん
に
よ
る
「
あ
の
頃
の
こ
と
」
を

紹
介
し
た
い
。遊
び
に
盛
ん
だ
っ
た
学
生
時
代
、

父
親
が
初
め
て
〝
大
人
の
世
界
〟
に
誘
っ
て
く

れ
た
。
自
分
が
主
宰
し
て
い
た
素
人
劇
団
「
樹

座
」へ
来
て
み
な
い
か
。
そ
し
て
こ
う
言
っ
た
。

「
若
い
時
は
何
を
し
て
も
面
白
い
（
略
）
と
こ

ろ
が
な
ぁ
、
大
人
に
な
る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
を
し
な
け
り
ゃ
物
事
は
面
白
く
な
ら
な
い
の

さ
」。
龍
之
介
さ
ん
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
工

夫
し
て
人
生
を
楽
し
む
、
そ
の
精
神
は
、
こ
の

周
作
ク
ラ
ブ
の
中
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
得

る
も
の
は
、
き
っ
と
努
力
し
な
い
で
も
楽
し
い

若
き
時
代
よ
り
も
、
何
倍
も
価
値
が
あ
る
よ
う

な
気
が
し
て
お
り
ま
す
」

　
（「
会
報
」
全
70
号
の
掲
載
記
事
に
つ
い
て
は

４
～
12
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
目
次
が

載
っ
て
い
ま
す
）。
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◆主な記事◆
新
年
会
報
告�

２
・
３
面

会
報
の
記
録�

4
～
12
面

「
周
作
ク
ラ
ブ
と
私
」�

13
面
～

磯
見
辰
典
氏
追
悼
遺
稿�

14
面

原
点
の
旅
案
内�

15
面

連
載　

樹
座
三
十
年
⑦�

16
面

連
載
②
遠
藤
先
生
と
の
思
い
出�

18
面

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告�

19
面

長
崎
文
学
館
便
り�

20
・
21
面

周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
便
り�

22
面

特
別
寄
稿�

23
面

周
作
ク
ラ
ブ
「
会
報
」
70
号
を
記
念
し
て

21
世
紀
に
遠
藤
文
学
を
共
有
し
ま
せ
ん
か

加
藤
宗
哉

　角力灘に面した遠藤周作
文学館。そのテラス下の傾斜
地には、昨秋、コスモスが満
開となりました。季節が少し
ずれますが、あまりに見事
だったので、カラーが使える
今号でご紹介したいと思い
ます。
　もともとその場所は、石こ
ろも目立つ荒れた土地でし
たが、学芸員の北村沙緒里さ
んが町の人にコスモスの種
をもらったことから、館長と
二人で土を耕したそうです。
北村さんは以前、長崎の大竹
豊彦さん（元「とら寿司」の
御主人）から、「遠藤先生は
コスモスがお好きだった」と
聞き、テラス下の花越しに角力灘が眺められたら――と種
を植えたのが 2014 年のことです。種はその年には花を咲
かせましたが、2017 年からは市の予算で花壇（170 ㎡）が
造成され、現在では地元の子供たちも種を植えています。
文学館から眺めるにはテラスの下を覗き込むようにしてく
ださい。また、館内の展示室の西向きの出窓からも毎年の秋、
1000g の種による満開のコスモスが見られます。

記／編集部

遠藤先生とコスモス
「なあ　お前さん、ぼくが死
んだら、時々墓参りに来てく
れよな。コスモスの花束でも
持って」　
　移動中の車の中だったか、
休憩中の喫茶店だったか、先
生がつぶやいた事がありま
した。遠くの緑か、雑踏かを
眺めながら。
「そんなの、ずっとずっと先
の話です！」私は、まともに
答えたらそんな日が直ぐに
来てしまうような気がして、
話を遮りました。あの時ふっ
と微笑んだ先生に、私は何と
答えたらよかったのでしょ
うか。

　これまで何回かお参りには伺ったものの、花束にするに
は頼りない気がしてコスモスはお持ちしたことがありませ
ん。外海の文学館の周りは、秋になると、美しいコスモス
の花で覆われると聞きました。きっと、遠藤先生のコスモ
スだと思います。
「どうだ、ぼくが咲かせたぜ」そんな声が聞こえてきそうで
す。� 清水優子（周作クラブ会員・元「キリスト教芸術センター」

遠藤周作副会長・秘書）

［特報］遠藤周作とコスモス

遠藤周作文学館の傾斜地に昨秋満開！！


